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-.Jlii且1=1闘画豆長ヨ商E壁画・

室賀地区にオーブンします/
ただし、6月26日酬は体館
させていただきます。6月20日(金1""6月30日(月)

業時間午前10時~午後5

L 

会瞳や研修にご利用いただける個室が

3部置。番目会の雑踏から'撮れて、室賀の

里・山の眺望を棄しみ、ゆっくりおくつ

ろぎください。

14 研修室1 和室 (25畳、 40人程度)
15 研修室2 和室 (10量、 20人程度)
16 研修宣3 和室 (8畳、 10人程度)
rζ利用には予約が必要になります

-
研
修
棟

結設中失部分の玄聞から入り、輯合寮内で畳け付けをして

くださL、。地織宣車宣を中'C、iこ各種イベン トや綿布部との主
置を行います。

6 事務管理室 7 韓合，.内(畳付) 8 地盤車交斑サロン

9 地埴主流蜜 1 2 0人程度が休憩できる大広間

10 ギャラリーサロン

園
地
域
交
流
棟

抽能豊かな単純硫黄温泉を使用した温泉。室賀の田空事の

移り聖わりを眺望しながら、たっぷりお湯につかって、心

も体もリフレッシュしてください。

11 湿泉主流サロン川

12 温果主流室1 槍ぷる、サウナ室、露天ぷろ
13 温泉主流室2 岩ぷろ、サウナ室、露天ぷろ

-
温
泉
交
流
棟

間蹄f皆、五→|府、運動まひ、削節の

こわばり、うちみ、くじき、世性消

化器問、時症、冷え症、商桂回直町、

彼労園田、健康増進、慢性皮膚摘、

慢性醐人柄、きりきず、輔尿耐

マ世以成分布 (平成 9年 3 月長野~;!:

薬剤師会分析)胤温 50.7"(;、泉質
単純硫黄温泉 (アルカリ性低張性高

温泉)

マ劫能 {掘削) 神経痛、筋肉?面、

広喜Fラ.A159.

。温泉の概要
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料 金

般 小・中学植の児童・生捷

100円 50円

300円 200円

3.000円 2，000円

15，日日日円 10.000円
-'.・・ーーーーー・・・・・ーー

(1人1年間につき)

ふれ..峰崎.



|『千曲パス・室賀剥が6月20日から上田市贋林漁車体験実習館に乗り入れます。|

駐牽場からまず見える地埴食材供桔施陵には、地元の食材を提供す

る食堂(地織食材供桔室)と農産物直売所の2つの棉能を備えていま

す。

1 農産物直売所 とれたての地織産農林産物を生産者が直撞販売。

2 食堂(地埴食材供桔室)

食事午前11時30分~午後2時3C分、午後5時~午後9時

哩某午前10時~午後9時
3 囲炉裏コ ナ 喫茶にお食事に買軽に利用できます

4 -5 和室 会睡・ 宴会にご利用いただけます(予約が必要です)
玄室会営業l胡月1日から(予約聖付申)

、、、、一ー

-ょ田市農林漁業体験実習館

通常営業時間と利用料金

園
地
域
食
材
供
給
施
設

-車内図

一
国遭，，~

上限嘗平"

引h
・・... 歪聞'令

品目色主守罰百四市而百

よ信組8・出・温

上回パイパス

『個人の住民税』
固 四とはどのような匝でしょ

うか。教えてくださL、
園 住民刷、市町村、 júlfI~，~に
fj折、事務所、草原散なとaをfj

Lていることに対して納めていただく

税金で、r1:j町村民税と道府県民世を合

わせたものです。また、住民税は間人

を対量と Lた同人の怯民闘と法人を対

象と Lた詰人の住民組に分かれていま
す。

園 側帆人のrバ叫1
納曲迎知，'fで納めるようになつ

ているの{はまどう Lてですか。

園 個人の住民刷、 d町村瑚
11になっています。Lたがって、

市が、 djl(組と以民棋の1，I，j}Jについて
q，告書の受け付け、税額の;lI"耳、柏田
通知 ;I~の送付、収納などのJl~柑を行なっ

ています。納めていただいた位民税の

っち、県民税にあたる部分はrJiから侭

へ送付されています。

図 均附問呼判制、 所附1得側浬淵訓とiは叩ま
どのよつなものでしよつか。

園 側人の価税民間と所

得制、さらに道府県民組として

古川i金の利子専に諸説になる利子内lの
3つに分かれていますが、ここでは均

等訓と所m相lについて説明します。
均等制1;1"Ifil付に住所、 JF閉所、京
hl敢屯どを11しているかたに、所得の

多い'l>ないにかかわらず、いlじ'"摘を
納めていただくものです。均事訓の税

率は、市町村の胤岐によって""ってい

ますが、 上田市では市民組25001'1、県

民脱1000円の合計3500円となっていま

す。

所得訓は、所得の企額をもとに Lて

ー舶に次のような}j法で計算されます。

E計皿'曲直掴聞置ヨ"掴

使用区分

午前6時~午前8時 1回券

1園券

午前10時~午後9時
回(1数1図券) 

通年券

(所 i~}金制所得控除額) x税率
税額外悦傾=所得担割

毎週木曜日~::休館自

-問い合わせ

よ田市農林漁業体験実習館

(匠蹄11 26) 

変総本

【3】

税率は、課税所得金額(所得金額か

ら所得出除額を引いた金額)により市

民脱は3財、 8%、12%の3段階に、

県民脱は 2o/G、3%の2段階に分かれ

ています。 なお市では、平成9年度

の納税通知苫をお送りするに当たり、

所叫金制と所向控除舶の内訓について

もお知らせします。

問い合わせ税務陣 (困1281)

1 6. I1iIllラ~Jt!9



Up with People. 
アップ・ウィズ・ビープjレが上田に/

ア
メ
リ
カ
告
書
国
に
本
郎
を
置
く
非
符
利
国

際
教
育
団
体
『
ア
ッ
プ

・
ウ
ィ
ズ

・
ピ
l
プ
ル
』

(C
匂

壬

予

づ

S
E
乙
の
肯
年
た
ち
が
叩
月
に

上
回
市
を
訪
れ
ま
す
。

ア
ッ
プ

・
ウ
ィ
ズ
・
ピ

1
プ
ル
は
、
世
界
初

数
か
国
か
ら
集
ま
っ
た
国
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の

若
者
が

1
年
間
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
世
界
各

地
を
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
生
活
様
式
を

経
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
ロ

今
秋
も
昨
年
に
引
き
続
き
来
日
し
、
上
田
市

を
始
め
、
全
同
各
地
を
約

2
か
月
か
け
て
回
り

国
際
交
流
を
行
い
ま
す
。

一
行
は
、
今
年
叩
月
中
旬
に
当
市
を
訪
闘
し
、

市
内
諸
施
設
を
訪
れ
た
り
ミ
ュ
ー
ク
カ
ル
の
公

演
を
行
い
な
が
ら
、
ホ
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
吏
流
を
深
め
ま
す
。

こ
白
ホ

1
ム
ス
テ
イ
事
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
車
躍
を
募
集
し
ま
す
。

( 

トムステイ受け入れ家駐を募集します
マ
期
間
叩
月
口
自
由
幽
か
ら
お
日
附
ま
で
の

可
能
な
期
間
マ
内
容

世
界
初
数
か
国
か
ら

聾
ま
っ
た
凶
歳
か
ら
お
歳
ま
で
白
若
者

1
3
0

名
の
ホ
I
ム
ス
テ
イ
畳
け
人
れ

(
1家
庭

1
1

2
名

)

マ

日
程
予
定
二
部
未
定
)

叩

月

口
回
受
け
入
れ
家
庭
と
の
顔
合
わ
せ

・
引
渡

し
金
、
日

・
日
日

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
、
初

回
受
け
入
れ
家
庭
と
の
交
流
、
幻

-m日

市
内
諸
施
設
助
問
、
幻
日
次
の
滞
在
地
へ
躍

動

マ

方
法

ホ
ム
ス
テ
イ
の
暗
唱
が
帯
せ

ら
れ
た
場
合
、
ア
ッ
プ

・
ウ
ィ
ズ

・
ピ
l
プ
ル

日
本
オ
フ
ィ
ス
か
ら
ご
辿
絡
を
い
た
し
ま
す

マ
留
軍
事
項

①
費
用
は
受
け
入
れ
家
庭
の
負

担
と
な
り
ま
す
②
‘
、
ュ
!
ジ
カ
ル
公
抽
出
に
世
先

的
に
招
待
さ
れ
ま
す

マ
申
し
込
み
問
い
合

わ
せ

①
ア
ッ
プ
・
ウ
ィ
ズ

・
ピ
プ
ル
日
本

オ
フ
ィ
ス
(
圃

0
3
1
3
4
0
0
1
7
4
9
5
)

②
市
役
所
秘
書
部
(
困
l
1
1
5
)

マ
申
し

込
み
期

間

日

月

9
日
開

1
9月
9
日
開

春
の
叙
勲
と
褒
章

8
人
が
栄
え
あ
る
受
章

政
府
は
、
平
成
9
年
春
の
担
勲
畳
章
者
と

褒
章
畳
章
者
(
4
H羽
田
付
け
)
を
発
表
し
ま

し
た
。
上
田
市
で
は
、
政
の
8
人
の
か
た
が

畳
草
さ
れ
ま
し
た
(
敬
称
略
)。

-
勲
四
等
瑞
宝
章

マ
中
村
寛
(
暗
躍
・恥
坪
)
元
上
岡
市
曜
会
蟻

且
マ
丸
山
忠
通
(
市
繭
・北
天
神
町
)
元
公

立
高
等
学
位
長

-
勲
E
等
瑞
宝
章

マ
赤
直
一
巳
(
加
盟
・材
木
町
)
元
公
立
中
学

桂
畳
-
酌
六
等
単
光
旭
日
章

マ
石
田
清
治
〔
刊
臨
・神
畑
)
元
県
警
書
部

マ
尾
市
恒
夫
(
日
曜
出
坪
}
元
上
田
地
峨
広

核
行
政
郁
輯
組
合
的
防
司
令

-
間
六
等
瑞
宝
章

マ
下
揮
茂
(
刊
躍
・梅
が
丘
)
元
県
寄
書
棚
田

.
酷
七
等
瑞
宝
章

マ
松
尾
行
男
(
市
躍
・新
町
)
元
日
本
専
売
公

社
職
只

-
E輯
軍
傘

マ
池
田
街
助
(
甘
蹴
・上
堀
)
元
国
嘗
調
査
貝

知
事
表
彰

2
人
が
喜
び
の
受
賞

時
は
、
平
成
自
年
の
知
事
表
彰
者
(
5月

3
日
付
け
)
を
発
表
し
ま
し
た
。
上
田
市
で

は
、
止
の
2
人
の
か
た
が
畳
賞
さ
れ
ま
し
た

{
敬
称
略
)
。

-
麓
業
功
労
(商
エ
)

マ
桑
原
宏
雄
(
世
躍
・丸
堀
町
)

・
韓
肝
功
労

マ
飾
郡
谷
揖
(
百
時
・北
大
手
)

[4J 1 6 I1iI6ラ~r.f9



V

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

司
『
ホ

l
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭
』
も
募
集

マ
期
間
平
成
凶
年
2
月

1
日
間

1
3月
日

日
岡
田
可
能
な
期
間
マ
内
容
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
訪
れ
る
各
菌
由
選
手
・

世
且
白
家
族
、
友
人
専
の
ホ
ム
ス
テ
イ
の
畳

議
長
に
甲
田
さ
ん

....... ・』

け

入

れ

マ
方
法
実
施
期
間
内
に
ホ
!
ム
ス

テ
イ
由
希
望
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
畳
録
者
に

回
全
し
、
都
合
の
つ
く
か
た
に
受
け
入
れ
を
お

願
い
し
ま
す
。
マ
留
意
事
項

①
軍
肢
の
同
意

副
議
長
に
成
沢
さ
ん

5
月
叩
目
、
市
瞳
会
臨
時
会
が
聞
か
れ
、
正

副
揖
星
選
挙
、
監
査
蚕
員
の
選
任
同
意
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
強
皇
に
は
甲
宙
定
男
さ
ん
、
副

謹
星
に
は
成
沢
捨
也
さ
ん
が
遭
ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
監
査
霊
員
に
は
、
川
上
清
さ
ん
と
石

井
盛
夫
さ
ん
が
遭
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
誠
会
常
怪
委
員
会
、
議
会
運
営
垂

員
会
、
特
別
委
員
会
、
研
究
垂
員
会
の
摺
成
が
、

主
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
〈
敬
称
略
。
@
は

垂
員
重
、
O
は
副
垂
員
畳
)
。

-
常
任
委
員
会

{任
期
は
2
空

マ
輯
務
文
教
垂
員
会

。
凹
中
正
雄

O
井
出
康
生
丸
山
正
明

石
川
英
布
子
矢
品
昭
八
商
違
和
秋
小
泉

辿
夫
小
宮
山
仁

マ
産
業
謹
済
垂
員
会

。
石
川
幸

O
武
藤
弘
成
田
守
夫
弁
出

笑
手
車
克
巳
川
上
前
小
池
重
徳
小
山

正
俊
マ
厚
生
霊
員
会

。
藤
原
田
一

O
南
器
典
子
甲
田
定
男

土
昌
郎
防
一
成
沢
捨
也
金
井
忠
一
古
沢
俊

平
土
屋
蹄
利

マ
建
設
水
道
垂
員
会

@
細
川
岡
正
章

O
宮
下
昭
夫
柄
沢
荘

一

塚
図
基
男
今
井
正
昭
よ
開
慾
桜
井
啓
喜

石
井
量
殺

圃
議
会
運
営
委
員
会
在
則
2
年
)

@
小
宮
山
仁

O
金
井
忠

一

石
川
英
和
子

武

藤

弘

南
mv式
典
子
柄
沢
荘
一
福
沢
正

章
倉
沢
世
年

-
特
別
委
員
会

守
地
敏
史
週
封
軍
特
別
垂
員
会

。
高
迫
和
秋

O
塚
山
基
男
丸
山
正
明

宮
下
昭
夫
用
回
定
男
矢
島
昭
八
川
上
市

成
問
捨
也
合
間
俊
平
土
且
鵬
利
石
井

軍
義
小
山
正
俊

マ
駅
周
辺
盤
備
対
策
特
別
垂
員
会

@
一
手
闘
機
克
巳

O
井
出
実
成
田
守
夫
巾

悶
定
男
井
出
康
生
柄
沢
荘
一
福
沢
正
意

川
上
清
成
沢
捨
也
金
井
忠

一

石

川
幸

桜
井
噴
出笹

-
夜
明
究
委
員
会

守
輔
会
報
発
行
準
備
委
員
会

@
土
屋
陽

一

O
石
川
英
和
子
成
田
守
夫

井
出
実
悶
中
正
雄
成
沢
捨
也
藤
原
田

一

金
井
忠

一

土
臣
勝
利

V
E
壇
都
市
推
進
研
究
蚕
員
会

。
桜
井
啓
喜

O
一
今
井
正
昭
丸
山
正
明

叩
回
定
男
武
藤
弘
南
雲
典
子
問
中
正
雄

手
塚
克
巳
成
沢
陪
也
小
池
軍
施
小
宮

山
仁

が
必
要
②
費
用
は
原
則
的
に
受
け
入
れ
白
家

庭
が
負
担

③
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
等
の
用
意
・
盟

過
は
あ
り
ま
せ
ん
マ
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ

①
国
際
交
流
団
体
に
所
属
し
て
い
る
か
た

は
そ
の
団
体
②
側
長
野
県
国
際
交
流
推
進
協

会
(
回
0
2
6
2
3
5
7
1
8
6)

③

市
役
所
副
書
課
〈
岡
県
凶

3
4
3
5)

マ
血申
し

込
み
期

間

日

月

2
日
開

1
6月
初
日
間

日謹長

成沢捨也さん

会社役且、

市鰻5湖、
68様、北天神町

監査委員

川上清さん
会社役且、

市綾4期、
67歳、染匝

監査委員

石井俊夫さん

浅間山鍾総合開発

附経理部長、

63歳、上川原柳町

上
田
市
功
労
者
表
彰

叩
人
が
晴
れ
の
受
章

5
月
8
目
、
上
田
市
功
労
者
量
彰
式
が
市

役
所
で
行
わ
れ
、
改
白
白
人
の
か
た
が
萱
草

さ
れ
ま
し
た
(
敬
称
略
。主
な
功
労
を
F誠
)
。

マ
石
井
輩
一
郎
(
制
措
・
新
田
)
上
田
市
勤

労
青
年
学
校
長
守
岡
川
保
夫
(
剖
躍
・下
紺

屋
町
)長
野
県
書
道
協
会
参
与
・
上
田
市
文
化

芸
術
協
会
副
会
長

マ
小
田
中
益
夫
(門
院
・

院
内
)
学
校
歯
科
医
マ
小
幡
七
司
(
れ
揖
・

相
木
町
)
上
田
商
工
会
議
所
常
議
員

マ
尾

和
郡
司
(
回
世
・
大
手
町
)
聞
班
信
越
税
理
士

会
長
マ
鼎
甑
年
成
(
時
措
・
上
肢
尻
)
学
校

医

マ
小
林
清
英
(
回
世
・
材
木
町
)
表
具
工

マ
白
合
清
子
(
叩
瞳
・
踏
入
)上
田
市
民
生

児
童
委
貝

マ
中
井
時
子
(
訂
院
・横
浜
市
)

多
摺
寄
附
(
仙
石
忠
政
・
同
師
人
画
像
)
マ

中
村
惜
一
(
円
融
・
下
之
条
)
よ
田
市
民
生
児

童
委
貝
・
開
護
司

マ
成
埋
キ
ク
ノ
(
悶
歳
・

輯
が
丘
北
)
人
楠
擁
護
委
員
守
成
吊
文
雄

(
口
揖
・騒
が
丘
)
上
田
市
体
育
協
会
理
事
・
上

岡
市
相
僕
迷
盟
刷
会
長

マ
西
揮
俊
一
(
叩

揖
・久
保
林
)
上
田
市
民
生
児
童
喜
ロ
マ
堀

内
雅
文
(
四
世
・
下
小
品
)
上
田
市
民
生
児
童

委
員
マ
宮
下
秀
枕
(
剖
曜
・上
常
田
)
上
田

市
納
説
組
合
辿
合
会
会
長
・長
野
県
公
衆
福

場
聾
環
壇
荷
生
同
業
組
合
理
事
長

代
表
監
査
奮
員
の

久
保
田
さ
ん
退
任

代
表
監
査
委
員
と
し
て

3
期
日
年
に
わ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
久
根
田
直
人
さ
ん
が

5
月
H
日
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

6 I1iI6ラ:U;9.【5J
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• 
矢
出
沢
川
町
中
流
を
「
へ
び
沢
」
と
書
い
て

い
る
よ
田
町
古
図
が
あ
リ
ま
す
。
地
名
で
は
な

く
蛇
沢
川
の
こ
と
で
す
。
ニ
の
古
図
は
今
か
」
ワ

4
0
0年
ほ
ど
前
の
上
回
を
描
い
た
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
蛇
沢
と
い
う
地
名
は
こ
の
川

の
名
に
ち
な
む
の
か
も

L
れ
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に
な
リ
ま
す
と
上
州
荷
造
に
沿
っ

て
蛇
沢
町
集
落
は
そ
え
て
い
き
ま
し
た
。
商
道

は
今
の
県
道
住
吉
i
上
回
線
の
道
踊
で
、
柁
行

す
る
矢
出
沢
川
に
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
ま
す
。

そ
の
川
に
か
か
る
小
さ
な
蛇
沢
橋
の
た
も
と

に
は
遭
祖
神
が
ま
つ
勺
れ
[
厄
除
北
向
]
の
文

字
も
刻
ま
れ
で
い
ま
す
。
街
道
を
行
く
旅
人
に

こ
の
道
祖
神
は
引
所
の
北
向
観
音
へ
の
道
案
内

も
し
て
い
た
の
で
し
た
。

蛇
沢
橋
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
国
道
日
号
上
回

バ
イ
パ
ス
の
高
く
て
長
い
蛇
沢
大
橋
が
荒
か
っ

圃
「う
え
だ
女
性
会
議
」

圃
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
男
女
共
同
書
画
社
会
由
実
現

を
め
ざ
す

『
う
え
だ
女
性
プ
ラ
ン
日
』
を

軍
定
し
、
女
性
も
男
性
も
と
も
に
、
い
き

い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
「
う
え
だ
女
性
会
議
」
は
こ
の

女
性
行
動
計
画
を
市
民
自
側
か
ら
推
進
し

よ
う
と
平
成

5
年

9
月
発
足
し
ま
し
た
。

女
性
も
男
性
も
と
も
に
手
を
つ
な
ぎ
、

地
域
・
家
族
・
職
場
白
こ
と
な
ど
を
話
し

合
い
、
解
決
の
た
め
に
勉
強
し
、
意
見
を

出
し
、
行
政
に
反
映
さ
せ
る
金
で
す
。

加
入
希
望
の
か
た
は
市
役
所
企
画
課
女

性
政
輩
担
当

(困

1
2
2
4)
ま
で
会
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
男
性

の
か
た
の
入
金
も
大
歓
迎
で
す
。

マ
会
費

個

人

年

額

1
0
0
0
円

(l
口
)、
団
体

3
0
0
0円

(l
口
)

園
女
性
の
た
め
の

圃
法
律
相
談
開
催

夫
婦
・
親
子
な
ど
の
家
族
問
題
、
財
産

問
題
、
昇
進
昇
格
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
女

性
由
権
利
や
人
権
に
関
す
る
法
律
相
談
を料無立金料当E

 
力士檀弁栓女芸談相

広帯ラ左足~9 . [ 61 1 6. 

-女性のための法樺相談

内容 渇所 予約申込

長野県 期日 3目前の

E 相政
女性センター 火曜日までに

(岡谷市南宮東1ω19)女性総合セン

回0266・22・5781 ターへ申し込

困0266.22-57回 んでくださ，'0 
長野県 司匹前に畏野県弁

E 
弁穫士会事務局 題士会穆務局ヘ

(畏野市) 電話で申し込ん

OlII026・232・2104 でくださ，'0 
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9
 

のu
y札~

可
也
島 O カメラスケッチ

面檎ヲの 初 t鬼uさ 景てまて
昭かき大水制いんこにおす、、
和勺のき愈はたののなリ。て
3も官さは五'}水地つ蛇よ
年米輩で.t台 L皐域て沢 m車
のや用共亜のてが(いの型が
あ垂水同‘水きあ旧ま今正直途
るが車用メ車まつ神すと守明
日蓮もの lが Lて科。菅王れ
のぱあほトあた、村 がぶる
午れ'}かルリが米) 史君こ
前て、に、ま、をに 差 3ごと
、来上、帽し蛇 j~，は す議な
荷た図貰~ I た沢い昔 る<ii ( 
道そや吐vメ。にたか ょ予定
を主塩き| もリ勺 うをつ
通 i図 ト 大粉た な通て
行'。方貰Zル 正をく 風つい

自然白中で親子炉ふれあい、輔畳な森づくり

女を体験してもらおうと、5月3目、東山田市有

1林で 『上田市植樹祭」 が行われました。親子が
力を合わせ、ナナカマド、ヤマボウシなどをて

いねいに植え付けていました。

ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り

禽
*
*

し
た
の
は
歩
行
者

2
8
5
人
、
自
転
阜

2
7
8

台
、
鶴
間
・
平
均
台
、
貨
物
自
転
車
円
台
、
人
力
車

6
ム
ロ
な
ど
で
し
た
が
、
こ
の
な
か
に
は
水
車
小

屋
へ
急
ぐ
人
も
い
た
に
ち
が
い
あ
リ
ま
せ
ん
。

上
州
荷
喧
は
水
車
町
村
へ
の
遣
で
も
あ
っ
た
の

で
す
。戦
前
は
ど
の
村
で
も
青
年
金
や
蝿
人
会
の
活

働
が
昼
ん
で
し
た
が
、
蛇
沢
で
の
牟
中
行
事
の

-
つ
に
骨
年
金
・
婦
人
会
合
同
の
稿
椅
大
事
の

準
晴
が
あ
リ
ま
し
た
。
昭
和

q
年
の

4
月
に
は

和
や
か
な
#
囲
気
の
な
か
で
餅
を
挽
き
、
揖
坦

h
a
'
-
-
4
 

物
を
作
リ
、
骨
神
燈
ど
書
か
れ
た
大
き
な
提
灯

の
暗
リ
か
え
も
し
て
い
ま
す
。
(
平
野
勝
重
〉

* Z楽
し
L 、
遊
び
L 、
つ 5 月 5 目白子どもの自に I~ ， rうえだこど
ぱ主もまつり』が開かれました。26回自在迎えた

い♀今年、会場となったよ田城跡公園ではたくさ

んのイベントが行われ、事くの家族連れでに

ぎわいました。

上越市から礼状が届きました。官，色i軍出a1>lt支事

重油流出事故に伴う上越市への主躍に対して、下にle鍛した礼
状が上越市から届きました。市民の皆様のご協力に感謝申しょげ

ます。 (輯務課困12061
行
い
ま
す
。
長
野
県
弁
挫
士
会
と
共
催
。

マ
と
き

毎
月
第

2
金
陥
日

(叩
月
は

部

3
金
曜
日
)
予
約
制
で
す
。

国
ジ
ェ
ン
ダ
|

書
官

E
と
は

日
常
生
活
の
な
か
で
期
待
さ
れ
る

「男
ら
し
さ
、
ー
ら
し
さ
」
や

「
男

は
仕
事
、
立
は
家
庭
」
と
い
っ
た
、

社
会
的

・
文
化
的
に
っ
く
り
あ
げ
ら

れ
た
性
差
白
こ
と
を
い
い
ま
す
。

あ
な
た
白
周
り
に
も
あ
り
ま
せ
ん

み
M
9

， ， ， 
宜池田担作輩へのご宜揖、ご憶力に対するお札

ロシア舶籍タンカーナホトカ号からの流出量泊の回収作農I~ 5 
月11Bの一斉クリーン作聴をもって絡結いたしました.延18，000
人の方がたのご協力で、ドラム缶3，200本余の重泌を回収すること
ができ、きれいな海がよみがえりま Lた巴
この問、上回市をはじめ多くの皆さんから回収作業への多加、

主撞物置や裳揖金、激励のお手紙管心温まるご主媛、ご協力をい

ただきありがとうございま Lた。あらためで厚〈感謝とお礼を申
し上げます。
これからの海のシーズンは、青い海きれい，.浜辺の当市海水浴

渇へお出かけ〈ださい.皆織を心よりお待ちしております.

新渇県上越市長宮越.

7 6. J1i16ラZ足-;9【7l



テーブルi
市役所匝賠~
四 54100

情報

引
ウ
ィ
ー
ン
東
京
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

附ぺ明 ZQ101!"!Jf寸川 '縫"川

bところ30名[>定員

暴
力
追
放
を
訴
え
る

ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を

EH・"'''__'11'_.一回一

••• 
醐
長
野
県
暴
力
追
放
出
町
民
セ
ン
タ
!

で
は
、
暴
力
追
放
運
動
に
活
用
す
る

ポ
ス
タ
ー
-
国
府
誌
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
用
紙
な
ど

①
ポ
ス
タ
ー

B
3版
の
画
用
紙
を
横
長
に
使
用
。

裏
面
に
製
作
立
闘
を
明
記

@

園町並叩

官
製
は
が
き

(1
牧
に
つ
き
何
点
で

も
可
)、
い
ず
れ
も
作
品
に
は
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業

(学
校

名
)
、
世
話
番
号
を
明
記

マ
締
め

切
り

9
月
5
日
幽

マ
応

募

間
t 

ー一周一一一一
一一JI[，<IO..f"1"'"_1"，'一一

一一一-ー
学湖

.問い合わ営文化健也W 5102) 
・チケ フト前売所上国西武琴光盆業
務庖 。上回市文化会館 。よ図市民会館

酉録公民館 域爾公炭鉱 よ野が丘公民

館 塩園公畏館 川西公民館文化楳

-6月28日出 i獄2E2
・上田市文化会館ホール
全席自由 一般 ￥>.0∞、型炉自主

い
告
わ
せ

醐
長
野
県
暴
力
追
肱
県

民
セ
ン
タ
ー
事
務
局

(固

0
2
6

2
3
5
2
1
4
0)
 

女
性
の
就
業
を
援
助
/

ワ
ー
プ
ロ
等
技
術
講
習

セ ・
ンマ・
タ主・
I i量

川
町
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス

マ
と
き

7
月
国
日
附

1
8
月

5
日
開
田
う
ち
の

H
日
間

(午
前
9
時
加
分

1
午
桂
4
時
加
分
)

マ
会
場

働
く
偏
人
の
ま

・
上
回

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
な
ど

マ

内
容

央
業
ま
た
は
求
職
中
で
、
就

輩
を
希
望
す
る
女
性
を
対
量
に
し
た
、

ワ
ー
プ
ロ

・
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
講
習

マ
首都
重
人
員

初
名

(企
講
習
会

日
程
を
畳
講
で
き
る
か
た
)

マ

畳

構

料

無

料

(た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

な
と

5
0
0
0何
は
自
己
負
担
)

マ
申
し
込
み

畳
講
希
望
者
は

6
月

お
日
開

i
同
お
日
附
に
電
話
で
、
ま

た
は

6
月
初
日
開
1
7月
1
日
仰
に

メディアランド
凪⑬1000 

「未来への伝言
上回デジタルアーカイプ」 完成

信州国際音楽村

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
h
y
l
で
発
売
中

領
布
価
格
・

i
・
e

・-・・

:
7
0
0
円
(税
込
)

来
所
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〔申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り

決
定
)

マ

応
募
・
問
い
合
わ
せ

上
小
地
方
事
務
所
厚
生
課
女
性
就
業

相
談
只

(胴
窃

7
1
2
2〉

障
害
者
を
対
象
に
開
催

職
業
講
習
(O
A
講
習
)

••• 
マ
内
容

主
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ

(一

太
郎
お
よ
び
文
豪
)

の
入
門
講

習

マ
期

間

第

2
期

6
月
日
日

1
7月
日
目
、
第

3
期

8
月
何
日

1
9月
日
目
、
第

4
期
日
月
日
日

s
u月
7
日
、
第
5
期

U
月
お
日

1
U月
四
日

(土
曜
、
日
略
、
祝
日

は
お
休
み
)

マ

対
象

障
害
を
お

持
ち
由
か
た

(就
職
を
希
望
さ
れ
る

か
た
を
置
先
)

マ

費
用

受
講
料

は
無
料

(畳
璃
手
当
て
、
交
通
費
な

ど
の
支
給
は
な
し
)

マ

問
い
合
わ

せ

長
野
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

(圃
0
2
6

2
2
7
1
9
7
7
4
)

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

上
田
市
と
周
辺
地
域

の
過
去
か
ら
現
在
ま

で
の
写
真
、
記
録
映

権
な
ど
を
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
伎
術
に
よ
り

ま
と
め
た

C
D
l
R

O
M
、
「
未
米
へ
の

伝
言
上
回
デ
ヅ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

動
作
環
境

Oω

〈
〈

5
a
。
定
例
主
ま

た
は
毛
-3a
。を
mwbm
ま
た
は
宝
ω
2
3
8
m

宮

額

面

6
4
0
X
4
8
0ド
y
ト

2
5
6色
以
上

(
1
6
7
0万
色
惟
事

メ
イ
ン
メ
モ
リ
示
室
回
以
よ
ハ

ド
デ
ィ
ス
ク

ω
O
ま
図
。
ロ
1
3
。
三

4
倍
速
以
上

[8l 1 6 !1i1llラ~1t! 9.ラベンダー祭

.テ マ1 目本語 日本文学のむかしといま

bとき・内容 6月14日出r手紙こそ人生の真相を語るもの』
、6月21日出『王朝和歌のことばと表現~恋敵のつくられ方-J、
8月28日出 『ネットワーク時代の日本語教育』、 7月5日出 『

外国人への意志の伝達J [>ところ 18書教室
.テーマ 2 らくらくパソコン入門

[>とき 8月23日比)，8月30日出

パソコ y教室 [>怠加費 1200円

対象

<l'1!l'ヮ
プロ経験者

百戸級 ワー
プロ経験者

中D者パソ
コJ経験者

初級者

6月15日-7月10日

2000門

2000門

5000門

5000門

料金日時

e月268*
午後6時-8時'"分
6月188ω
午後1跨3同-3時

6月19日制
午前10時~午後4碕

6月η臥則

午前10略~午後5姥

.セミナ にもご書加を

甥座名

アフター8セ2ナー-ホームペー
ジ作展&電子メール体感講座句

イyターネット

実習セミナー

ホームページ
作成セミナー

プログラミング

入門講座
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上回女子短期大学第18回公開講座
(匝ゆ23 5 2) 

b会場上回女子短期大学 b申し込み往彊はがきに希望
テーマ番号、住所、正名、電話番号を配入のうえ、 〒38 6 

1 2上回市下之蝿62 0上田女子盟期大学「公開輯座」係まで
どうぞ(ただし、テーマ 21ま定員になり次車締め切り〉。

E陪泊762.二の丸 1-2 上田市民会館

日
本
古
来
の
伝
統
芸
能

「能

・
狂

言
」
入

門

講

座

••• 
生
涯
学
習
大
学
文
化
コ
ス
「
能

ki今

と
狂
言

薪
能
鑑
賞
の
た
め
に
」
白

書
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
能
・
狂
言

の
鑑
賞
方
法
、
前
自
由
解
説
、
能
面
・

衣
装
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
学
び

ま
す
。
皆
さ
ん
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
・
内
容

第
l
回

6
月

初
日
幽
「
能
へ
白
い
ざ
な
い
」

第

2
回

7
月
4
日
幽
「
能
の
歴
史
」

第
3
回

7
月
刊
日
幽

「能
面
と

装
束
」

第

4
回

8
月

8
日
幽

「薪
能
の
節
目
解
説
L

(

毎
回
午
後
2

時
1
3時
加
分
)

マ

と
こ
ろ

中

央
公
民
館

マ
購
師

上
回
女
子
短

期
大
学
助
教
授
・
中
西
満
殺
さ
ん
、

能
面
作
家
・

一
陣
八
郎
さ
ん
ほ
か

マ
事
加
料

無
料

マ
草
草
人
数

邸主淘760.材木町'-2-3上田市文化会館

団
名

(先
品
川
順
)

マ
申
し
込
み

日
月
口
日
ま
で
に
生
涯
学
習
楳

(困

@
5
1
0
4)
へ

浦
野
南
団
地
を
分
譲

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

---
V
事
量
期
間

6
月
幻
日
幽
1
7

月
7
日
側
マ
募
聾
戸
数

印
戸

(う
ち
地
域
置
良
分
譲
住
宅

7
戸
。

土
地
蘭
積
平
均
3
1
2
・
8
7
d、

建
物
面
積

・
誕
控
予
定
価
格
自
由

設
計
方
式
白
た
め
未
定
。
な
お
、
今

年
度
は
積
立
分
譲
住
宅
の
た
め
、
自

己
資
金
に
対
し
て
樹
立
金
利
息
が
つ

き
ま
す
)

マ

入
居
予
定
平
成
叩

年
叩
月
ご
ろ

-

『木
造
建
売
モ
デ
ル
住
宅
』
募
聾

日
月
上
旬
に
着
工
、
叩
月
下
旬
建

物
完
成
、
日
月
上
旬
に
展
示
会
開
催

〈
日
月
下
旬
引
き
離
し
)
回
予
定
。

マ
事
量
期
間
樹
立
分
譲
住
宅
と

同
時

マ
尊
重
戸
数
木
造
建
売
モ

デ
ル
住
宅

5
戸

(う
ち
地
域
世
良
分

議
住
宅

2
戸

)

マ

土
地
面
積

平

均
3
0
1
・
6
9
d
マ
建
物
面
積

平
均

1
3
l
・
8
0
d
マ
破
産

予
定
価
格

3
9
0
0万
円
台
1
4

2
0
0万
円
台

程

度

マ
問
い
合
わ

せ

県
住
宅
供
給
公
社
分
諸
課

(固

0
2
6
2
2
7
1
2
1
1閥
)

消
費
生
活
通
信
講
座

受
講
生
募
集
し
ま
す

---
V
責
格
凶
歳
以
上
の
か
た

(l

講
座
に
限
る
)

マ
畳
構
料

無
料

(た
だ
し
郵
送
料
等

一
部
畳
講
者
負

担

)

マ

幕
聾
期
限

7
月
四
日

-
消
費
生
活
ホ
i
ム
講
座

マ
内
容

暮
ら
し
の
中
の
商
品
・
が
産

サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
契
約
と
特
種
劇
潤

販
売
な
ど
(
ス
ク
ー
リ
ン
グ

2
回
)
五
四
九

マ
期
間

9
月
1
翌
年
1
月

マ

鞍
は
釘

柏

会

'

由
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
①
講
座
の
韓
日

名
②
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業

・
刊
回
一
山

屯
話
番
号
③
返
信
用
は
が
き
の
表
に

M
t
u

郵
世
番
号

・
住
所

・
氏
名
を
記
入
し

ン
則
正

一
納
川

上
問
消
費
生
活
セ
ン
タ
!
(
〒
3
8
ペ
パ
す

6
上
田
市
材
木
町
1

2

6

)
へ
。
船
酬
で

.
物
価
通
信
晴
座

広

幻

期

『

月

全

マ
内
容

物
価
が
上
下
す
る
し
く

削

J
税

み
・
法
体
、
価
格
の
決
ま
り
方
な
ど

目
止
輝

6
l
'
 

〔
ス
ク
ー
リ
ン
グ
年
1
回
)
。

マ

期

引

ま

自

リ
り
理

問

8
月
i
u月

マ
申
し
込
み

f
あ

澗

は
が
き
に
①
講
座
名
②
性
所
・
氏
名
・
訂
川
」

一
び

一
期

年
齢
・
戦
輩
・
氾
話
帯
号
・
郵
便
番
一
ー引一

一
1

号
を
記
入
し
県
庁
生
活
文
化
課

(〒
戸
拍

一
服

3
8
0長
野
市
大
空
習
長
野
6
9
2
1
一
と

一
日

2
)
へ
。

マ

問
い
合
わ
せ

生
活

一
正

一
市

環
境
課
(困

1
3
8
9)

一
訂
一
附

『
資
源
物
の
行
方
』

各
自
治
会
か
ら
回
収
さ
れ
た
買
臨

物
は
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

紙
類
は
製
紙
工
場
に
週
ば
れ
、
材

質
ご
と
に
描
解
・
イ

ーノ
ク
抜
き
を
し
、

再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

古
布
は
古
着
加
工
草
者
に
連
ば
れ
、

仕
分
け

・
加
工
を
行
い
、
良
質
の
も

の
は
給
出
。
そ
れ
以
外
は
材
質
こ
と

に
油
を
点
く
ウ
エ
ス
や
軍
手
、
モ
ッ

月日l 情 し 開演時間 入吻 問い合わせ

/州間 問吹奏団楽よ継図定染期谷資丘奏高会校 13:3日 '院科 @扇04沢35 

"目l
上田市民吹奏護団

1札口。 有刺
丸山

車21固定期演奏会 @017D 

ゆ別
上田市民劇場B月例会 18:30 会員券

上園

嘩 地入会公漬「はつ恋J
13:15 

必要 市@民96麟9喝7 

マスクプレイミニ，-~力 J $2400円
劇団飛行船

~白 044-932 
[7ひきのこやぎと狙」 A1朗自円

-2211 

/ld 
よ曲賞摺唱散を憂する金 大人

上国賓阻唱霞

コンサード
14:00 
1500阿 を@愛0す8る会

45 

スタジオ JOY
大人17，冊円 スタロォ

8181 1日目。 中ー耳慣生 JOY 
ダンシンゲコンサー ト

mωR @7388 

子どもたちのパイオリン
才能鞍育研

1吉田
コンサート

14:30 然科 究鶴会@上3関支
121 

~" 
費音の会発足配車

14:30 
大人

実⑫奮77の2会2 
フレッシ 2 コンサー ト 1∞B円

会員
宮下

~目1 宮下賢五周年尭裏金 13:30 
2αm門 取@沼58教5室5 

西川流惜圏全
酉川流

/，.リ目 10:00 無料
@傷1事会且本舞踊尭裏金
611 

環
境
業
務
課
(
一因
1
3
9
4
)

プ
、
断
熱
材
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
に

な
り
ま
す
。

回
収
↓
加
工
・
再
生
L
流
通
L
消

費
↓
回
収
と
い
う
よ
う
に
宙
環
し
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
の
中
の

一
つ
で
も

と
ぎ
れ
て
し
ま
っ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
テ
ィ
ッ
ン
ュ
ペ

パ

ー
や
ロ
ー

ル
ペ
ー
パ
ー
は
再
生
品
の
積
極
的
な

世
周
を
お
願
い
し
ま
す
。

1 6. 広喜Fラ左足ず9.[9 J 



住まいと景観を考える

「色彩講座』

- [1に街並みと言っても、隆史的

な街挫み、近代的な街強みなと、私

たちにさまざまな印象を与えてくれ

ます。この街並みの印象は、それぞ

れのill物の盤、Jtiのほか色彩によっ
て決まるとιえます。

diでは、建物、インテリアなどの
1:1'まいとJ主観における色使いのよ切
さを学んでいただくため、 「色彩端

座jを聞きます。この講悔は、6回

ゾリーズで色彩の基本からカラー心

FJl字、 タウンウォチングまで、初心

者もi¥'iLく受講することができます。

.会場 中央公民館

.講師
滝(カラ沢ーかコーねデこィネさ“タんー

上田市景間H パイザー}

.対象 市民と市内への通勤者

.費用 材料費など2，000円

.定員 20名(先着順)

.申し込み 6月16日(月)までに

景観建築課

(困1586)へどうぞ

.色車鶏座日程表

回劃 日 略 内 容

1 
6月19日剛 色国主ぜEえる司

午後7∞-8羽 ~聞における酷崎町
2 
7月3日嗣 色彩の仕組み~

午後7・∞-B羽 明度ー彰度 ，色相
3 
7月17日申 色.骨組み合わせ~ト J 

午後7∞-8却 (ハーモニー同色の圃ベヨ)
4 
7月31日附 実習~ト ンスケ

午後7∞-8羽 "の作成
5 
B月21日耐 カラ 心理学同罪のヰ。

午後7∞-8:30 9イを持っていますか?
6 
9月白日吐j カラ .ウンウ市子ンゲ

午後1∞-5∞ ~商量み極.'反省会

-情報テブル・

1!2B固畳野大挙公開鶴屋

『家で生き 家で、死ぬ』
~地域における終末ケア~

マとき 6月14日出午桂l時30分-4時30
分 7ところ 長野大学 1-102教室)
マ畳摘料 無料 マ主催問い合わせ 長

野大学生醍学習センター (哩ゆ 0007)

:を

児
童
手
当
現
況
届
は

6
月
初
固
ま
で
に
ノ
・

••• 
児
童
手
当

(特
例
給
付
)
の
受
給

者
は
、

「現
況
届
」
を

6
月
四
日
開

ま
で
に
、
前
祉
謀
ま
た
は
各
主
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、
日
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

白
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
児
童
手
当
の
請
求
を

マ
畳
給
量
描

3
歳
未
満
白
児
童

を
盤
育
し
て
い
る
か
た
。
た
だ
し
、

前
年

(1
月
か
ら

5
月
ま
で
の
手
当

は
前
々
年
)
の
所
得
が
一
定
額
以
上

回
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
畳

給
で
き
ま
せ
ん
。
マ
摘
求
方
法

①

印
鑑
②
年
金
手
帳
③
金
融
機
関
白
口

座
通
帳

(詰
求
者
名
義
)
を
持
番
し
、

福
祉
諜
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
支
払
期

2
月

・
6
月

・

ω月

に
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
払
期
の
M

削

月
分
ま
で
の
手
当
を
ま
と
め
て
口
座

に
指
り
込
み
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

(困

1
6
1
0)

福
祉
医
療
費
給
付
金

新
し
い
受
給
者
証
に

••• 
7
月
1
日

ωか
ら
、
桐
祉
医
療
費

(母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
)
受
給
資

他
者
証
が
新
し
く
江
り
ま
す
。

現
在
畳
給
し
て
い
る
か
た
に
は
更

新
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必

ず
期
日
ま
で
に
申
鵠
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
資
格
が
生
じ
た
か
た

は
、
畳
給
者
柾
交
付
申
硝
啓
を
舵
出

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
畳
給
量
桔

母
子
家
庭
と
前
年

分

(平
成

8
年
)
の
所
得
税
が
非
課

税
の
父
子
家
庭

マ
更
新
噂
情
書
提

出
期
限

6
月
お
日
嗣

マ
提
出
場

所
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
困
1

6
1
0
)
 

家
族
と
同
じ
愛
情
で

正
し
い
飼
い
方
を
/

••• 
6
月
は
動
物
の

E
し
い
飼
い
方
普

及
月
間
で
す
。
動
物
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
探
く
し
、
家
族
と
閉
じ
霊

怖
を
持
っ
て
正
し
い
飼
い
方
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
と
動
物
と
が
い
っ

し
ょ
に
快
適
な
生
活
が
で
き
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
同
時
に

動
物
を
聖
護
す
る
気
持
ち
を
多
く
の

人
に
広
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

動
物
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

-
式
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
‘
立

の
こ
と
に
違
憲
し
ま
し
ょ
う

マ
生
ま
れ
て
引
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

そ
白
犬
の
生
涯
l
回
目
畳
お
と
毎
年

1
回
目
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受

け
ま
し
ょ
っ
。

マ
最
近
、

「犬
の
ふ
ん
」
に
つ
い
て

白
苦
情
が
特
に
噌
え
て
い
ま
す
。
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
責
任

を
も
っ
て
始
末
し
ま
し
?
っ
。

マ
犬
の
肱
し
飼
い
は
危
険
な
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

-
識
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
、
ま

の
こ
と
に
謹
置
し
ま
し
ょ
う
。

マ
猫
に
よ
る
苦
情
が
大
変
増
え
て
い

ま
す
。
白
ら
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
子
猫
を
む
や
み
に
捨
て
る
也
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

-
こ
の
月
間
中
に
犬
・
猫
の
不
妊
去

勢
手
掛
を
壷
け
る
と
、
そ
の
費
用
町

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

-
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所

在
地
の
藍
亜

・
所
有
者
の
氏
名
・
住

所
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
忘
れ
ず

に
生
活
環
境
楳
霊
口
ま
で
印
鑑
を
持

事
し
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

(死
亡
白
と
き
は
援
札
も
持
容
を
)。

.
問
い
合
わ
せ

上
回
保
健
所
(圃

@
7
1
5
3)、
市
生
活
環
境
課
(困

1
3
9
0
)
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• 
お年寄りのぼけについての相談会
?とき 6月13自由午後1時-4時回分 マところ
高齢者福祉センター マ相置担当者団立小結療養所 ・

相内静子さん 7繍酷料無料 マifiし込み個人相臨
で予約制です。相較を希盟さるかたは、日月日目幽まで

に申し込んでください(定]:¥3名程度)。マ聞い合わせ

中央デイサービスセンタ (004 126) 

『人
権
擁
護
委
員
』
を

知
っ
て
い
ま
す
か
7

••• 
昭
和
泊
年

6
月

l
日
に
人
権
擁
雄

委
日
制
度
が
泣
け
ら
れ
、
国
民
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ

ば
民
間
人
に
よ
る
人
梅
田
番
人
の
機

関
が
誕
生
し
ま
し
た
ロ

こ
れ
が
擁
謹

委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

昨
今
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
、

「
い
じ
め
」
、
体
制
、
不
登
校
な
ど
子

ど
も
を
め
ぐ
る
入
植
問
題
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
申
た
め
に

は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
な
ど

.上図市人権揚."員(敏畑略)[6月1日現在3
1 院全 l 鎗厩 l 

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
の
人
備
を
積
極
的
に
擁
護
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
全
国
人
権
擁
護
委
貝
辿

合
会
で
は
、
『
子
ど
も
の
人
権
を
守

ろ

う

3
育
て
よ
う
思
い
や
り
町
心

i』

マ
研
修
コ
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①
経
営
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
日

(
企
業
が
成
長
す
る
条

件
)
7
月

3
日
附

1
同

4
日

幽

②

女
性
リ
ー
ダ
ー
コ

l
ス

(
信
頼
さ
れ

る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
せ

)
7月
8
日

ω
1同
日

日

幽

③

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト
と
ピ
，
子
ネ
ス
活
用
法
(
企
業
揖
展

白
た
め
由
情
報
活
用

)
7
月
日
日

ω

1
同

時

H
幽

他

2
祖

新

一

事

業

所

に
つ
き

m万
円
を
限
度
と
し
て
補
助

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
a
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

)

.
初
め
て
の
お
総
料
で
、
弟
に
訴
し

・

『
決
定
的
眠
闘
を
侮
る
方
途
.
そ
れ
は
、
そ

品

配
/
い
首
輸
を
買
っ

て
あ
げ
た
・
郊
と
は
め
渇
に
居
る
ニ
ーと』
.
こ
れ
階
、
あ
る
高

aヵ

嗣
後
犬
の
こ
と
で
あ
る
・

メ
ラ
の
カ
タ
ロ
グ
に
引
用
さ
れ
て
い
た
省
官
戸
、

p
t
¥

彼
が
裂
が
寂
の
一
員
に
怠
っ
て

5
月
げ
目
、

E
2
系
の
新
勝
級
車
両
が
初
め

今
年
で
9
年
・
月
白
が
経
つ
の
俗
早
い
も
の
時
て
ハ
プ
樋
を
遺
る
写
真
を
樋
り
た
く
て
下

例
を
す
る
に
も
家
旗
と
い
ラ
し
ょ
・
者向
d

と
後
見
を
し
て
お
い
た
場
所
へ
・
取
か
ら
縛
容
し
た

は
自
分
を
犬
だ
と
陪
思
っ
て
い
忽
い
だ
ろ
う
・

2
メ
i
ト
ル
の
脚
立
に
よ
じ
登
り
、
待
つ
ニ
と

扇
が
降
ヲ
て
も
霊
が
降
っ

て
も
倣
多
に
連
れ

1
時
閣
。
通
過
時
刻
に
同
川
、
お
お
ぜ
い
の
人
た

て
行
き
、
毎
日
決
ま
ヲ
た
臨
時
間
に
ご
飯
を
や
ら
ち
が
集
り
、
そ
の
瞬
間
を
見
守
ヨ
た
.

広
〈
て
降
毎
ら
な
い
.
げ
ラ
こ
う
大
聖
だ
・
で
丸
子
ト
ン
ネ
ル
を
後
け
、
嵐
官
を
現
し
た
ざ
ん

も
犬
を
鋼
ヲ
て
い
る
以
よ
、
そ
れ
似
あ
た
り
ま
厳
令
ゆ
デ
ザ
イ
ン
の
車
体
隊
、
滑
る
よ
う
に
ハ
ー

え

の

こ

と

で

あ

・

竺

プ

帽

を

湿

り

あ

ヲ

と

い

う

聞

に

通

り

過

ぎ

九

今
月
陪
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
普
及
月
間
・

そ
の
渇
に
屠
て
も
こ
鴫
し
か
怠
い
テ
-v

ン
ス
を

動
物
は
愛
情
と
賓
俸
を
持
っ
て
育
て
た
い
も
の

生
か
す
の
陥
箇
悔
し
い
.
名
冨
の
よ
う
に

簡
単

だ
。

A

っ
か
だ
)

に
健
作
ぽ
掻
れ
な
い
と
感
じ
た
.

〔
た
怠
か
)

を
啓
尭
の
重
点
目
傑
に
掲
げ
て
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
上
田
市
に
は
人
権
擁
護
委

員
が
ロ
名
い
ま
す
。
相
談
は
情
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

御
相
談
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
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同
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対
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.
大
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葺
岨
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を
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す
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と
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策
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お
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の
で
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飽
カ
を
お
願
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ま
す
.
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を
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『休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』
は
上
田
中
央
消
防
署
(
岡
⑧
0
1
1
9
)
・
上
回
南
部
消
防
署
倫

窃
0
1
1
9
)へ
問
い
合
わ
せ
を
。
惨
察
可
能
な
医
療
機
聞
を
紹
升
し
ま
す
。

[>対象者 ①平成8年4月1日から平成9年3月31
固までに生まれたお子さん。4歳未満で Yベルクリン

反応検査を1回も畳けていないお子さん。②4歳未満

で Yベルクリン反応検査で陰性と判定されたがBCG

接種をしてないお子さん。[>接種方，圭 ソベルクリ

ン反応検査は48時間接に判定し、結果が陰性と判定さ

れたお子さんに BCG接種を行います。 仁〉畳付時間

午後1時30分から2時20分まで [>持ち物 母子健

康手帳 ・予診;:J t>;:主意事項 ①赤ちゃん手帳の中に

予診票が入っています申で記入してお持ちくださL、
②体温は会場で測定してください。③治療中の病気や

経過をみている病気がある場合には、 主治医に前もっ

て相談し、診断住または意見告をもらってください(当

日の担当医が書考にして決める白で接種できない場合

もあります)。④ポリオ、障しん、風しんの予防接種

を受けた場合はlか月間、日本脳尭予防接種を畳けた

場合は l週間経過してから畳けてください。[>聞い

合わせ 健康推進謀 (01硲8244)
.'Yペルクリン&r.1i検査・判定田BCG接種目程表

BCG接種.ツ州レクリン反応検査・

保健 診tlT
E瞳包坐健康推進課

実継目
会嶋名

(ツ反〉 (8 CG) 
対象地区

上田市民会館 高善意

7月1日{如 7月3日帰 北部〈斬田豊除り

西部 公 民館 西部

神Jll地区公民館 神川(大.'岩下ず・下台膏南木ー・みすす
台北・みす よ青木〕

7月2日時17月4日掛

埴南公民館 時下(/JI牧・師防車・調川 ー中
之条・朝日ヶ丘・三好町〕

川 辺町会館 川辺{よ田原・.升・下之量)

J A中塩田支所 7月8日出}7月10日帰
中塩田(下本圃，吏五加・五加・よ
本田・中野ー牢;tilt.上小

(2階営農研修室) 血・慢野・下小島・辛海南・
錫図}

上 図 市 東都
文化センター

7月9日刷 7月11白幽 神科{掴山・伊野山・富士毘台・神
上野が丘公民館 科斬直・野竹・西野竹・笹井・

川原・岩門〉

JA中塩田支所 申塩田(八島・八木沢)
(2階堂贋研修室)7月15日出l7月17日附 東塩田 ・酉塩田ー耳'1所

川辺町会館 川辺仙田町ド泉田

神川地区公民館
神JlI<久慢梓・鳳惇‘上沢・因分・
下掴，よ堀，槽，<丘】

7月16日酬 7月18日働 神科{蜂屠・蛇.'金井・大久慢〕
上野が丘公民館 畳.1<轟ー大日本，宮之上・小井掴・

中吉田・畳入)

域南公民館 城下〔調所ー干曲町・中村)
7月22日l大j7月24即桐

川辺町会館 川辺{神畑・聾地'東聾地〉

上田市民会館 中央
塩尻

7月23日，"7月25日幽 神科(畳島ー金剛寺・住吉が丘)

上野が丘公民館 量.1<町吉田・出台・ひか，'下吉
国・跡之嵐，下蝿ー岩靖*，
矢沢・，赤軍・謹戸)

上 閏 市 北部(斬困)
文化セ ンター

川西社会
Y月29日出 7月31日哨

福祉 セン ター 川西

.基本健康診査と大腸検診受診のあすすめ

今年度から、かかりつけの病院 ・医院で (国立病院

を除く)基本健康診査と大腸検訟がセットで畳けられ

るようになりました (対象 40歳以上のかた)。
成人病は生活習慣病ともいわれ、知らないうちに発

病している場合があります。 l年に1回は健診を畳け
自分自生活を見直しましょう。

申し込まれたかたには、受診梨が郵送されます。

[>畳診車郵送時期 ①1-4月生まれ白かたは5月、③

5-8月生まれのかたは7月、@9-12月生まれのかたは

日月 b料金 ①基本健康監査 40-69歳 1000円、
70歳以上無料 ②大腸検診 400円(容器代・全員)
2月に申し込みをされなかったかたも受話できます
病院 ・医院の窓口へお申し込みください (土曜日の午

桂 ・日曜日および祭日は、畳けられません)。

なお、病院 ・医院で大腸検診を畳けたかたは、秋か

ら始まる大腸集団検診は畳けられませんo 1年に1聞
の検診をお願いします。

f 

.40歳検診を受けましょう
あらたに今年度40歳になるかた (生年月日が昭和32

年4月1日~昭和33年3月31日)に、検診白無料券を
郵送します。職場検診や人間ドックなどを受診される

予定のないかたは、ぜひご利用下さい。

b対車となる検松 ①目検診 ②乳房検診 (女性の
み) ③肺がん検訟 b畳陰料 それぞれ無料 (ただ
し、超音波検査や略たん検査は有料)

.低肺機能の患者さんと家族の集い (講演会)
肺気服、結政、姉繊維症、気管支ぜんそく 、 じん肺

などの後遺症で、体内にじゅうぶんな酸需を取り込め

ず、且切れ、めまい、頭抽iなどを感じて日常生活に支

障をきたしている忠者および家族の皆さん、 仲間のい

るところへ出掛けてみませんか。

患者さんの声により、はじめて医師による貴重な講

油会を開催することになりました。

酸素療法白対鼻白有無にかかわらず日ごろ病気と上

手につきあう方法などをお聞きします。

[>;寅題 『肺の病気 (低肺機能〉の理解と日常生活

についてJ [>傭師 国立東信病院呼吸器科医長・依
田弘史さん bとき 日月27日幽午撞1時30分-3時
bところ 市役所南庁舎2階保健センタ - [>対象
者 低肺機能白血者さんと家族

発
行
・
上
司
市

(〒
3
8
6
長
野
県
上
園
市
大
手
1
l
n
l
時
v

.
集

B
u
m
-
際

国
@
4
1
0
0
図
1
1
1
2
岡
高
5
1
1
1

【12J6， 

湾検査目'"月68蜘 8月8周@です
会渇!立後日対象者のかたにお知りぜします

広喜Fラ左足't9

印
刷
・
図
辺
印
刷
物


	P1 表紙
	P2 上田市農林漁業体験実習館①
	P3 上田市農林漁業体験実習館②
	P4 「ホームステイ受け入れ家庭」を募集します①
	P5 「ホームステイ受け入れ家庭」を募集します②
	P6 上田ところどころ①
	P7 上田ところどころ②
	P8 情報テーブル①
	P9 情報テーブル②
	P10 情報テーブル③
	P11 情報テーブル④
	P12 保健ガイド

